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d争1 / ， J'" dCT2 ョτ=ω1+εq(φ1ー や2)， 一一=ω2+εq(φ2一争1) (1) dt 
と記述できる場合に、 i番目の援動子の援動周期をTi+ LlTiとする。ここで、 LlTiは自
然罵期Tiに対する変化量である。この場合に
f .， rTi+d.Ti •. dφi 
2π=中d争=I dt一一.::::(民+LlTa[ωi+εq(ψ)] 




q(ψ)=εザ Aω-2πI1T2(ψ) q(一ψ)-~=εTf (3) 
を求めることができる Q ここで、 ψ=弘一私、 Aω=ω1一ω2、εは結合強度で、ある。























dψ dt = Iω 十εQ(乎)
が得られる。ここで、 Q仲)= q(ψ) -q(一引は結合関数q(引の反対称部分で、あり、
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